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観光地で写真を撮ると、パンフレツ 
卜に載つていそうな写真になる。 しか 
し、 これはそう感じるだけで、実際に 
は「絵はがき写真」は簡単に写せるも 
のではない。 

時代劇の才—プンセツトが三百六十 
度展開しているような場所で カメラを 
向けると、誰が写しても同じような絵 
になつてしまう。 

ところが絵はがきやパンフレツト写 
真と同じにならないのは、その場所を 
最大限に活かす構図や露出を引き出し 
ていないからだ。カラ—の場合、特価 
のネガフィルムで、色目など気にしな 
いで、簡単に写している。 

それでも|見して、同じように見え 
てし まう のは、同じ場所を写している 
ためだ。 それに観賞する側は、何が映 
つているかを重点的に見るため、同じ 
ものが映つていたら、同じ写真だと感 
じるだろう。 

そこから先の違いを詮索しだすと、 
普通に写真を観賞する次元から離れて 
しまろ。 

フィルムの感度ではなく、見る側の 
感度が問題になる。これはソフトなも 
のだけに、どうとでも解釈できる。 

音楽が分からない僕にとつて、同じ 
ピアノで、同じ曲を違う人が演奏して 
も、 全くその違いを認識できない。音 
では分からないので、演奏者の表情と 
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、も、ミユージカルになると話は別 
演技が不自然なので、感情移入の 

!繫がらない。 

1、言うことは僕は、抽象的な もの 
一いことになるが、決してそうでは 
、書く側としては抽象的な模様を 
のは楽だ。それは、意味のない抽 
- 書くぼうが画力は問われないし、 
作業が単純なので、他のことを考えな 
-でも書けるからだ。 

現実と非日常、具象と抽象……この 
の分け方は、分け方自体に問題があ 
だが、非常に分かりやすい。分か 
-がっている人には重宝する分け方 
り、把握の仕方である。 

かし現実はそれほど簡単な仕組み 
で出来ていない。絵はがき写真になり 
の絵はがき写真が延々と続いてい 
うな世界である。そこにはまた別 
の要素が顔を出し、絵はがき写真では 
括れない現実が展開している。 

れないと不安なので、僕らは括り 
る。括ることによって方向性を示 
とする。その裏で働いている意志 
が問題なのだ。 

志が絵柄を作ってしまう。絵の場 
れがはっきりと出るが、写真では 
くい。そこが実に面白いところで、 
スを変形できないところに、醍醐 
ある。どんな写し方をしても、ど 
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| やィラストは、見る側の個 
(と繫がり、写真は|般的な 
現実と繫がつている。 

ここでいぅ|般的な現実とは、その 
、いる世間|般の現実で、本 
:い知れない現実である。フ 
‘ノ >ミ -: 、\はそこで終わつてし まう 
が、 現実はもっとマルチで、膨大な広 
がりを持つている。それだけに、これ 
は語りきれない世界なのだ。 
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